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5 月 29 日 挟まれ労災今度は富士宮で 

なぜ予防対策が 

水平展開されていない 
 すでに各職場に報告があるとおり5月29日，富士宮 

製造所で自動包装機での挟まれ労災が発生しました。 

 これを聞いた多くの人が「えっまた!」と思ったので 

はないでしょうか。 

挟まれ労災の報告は王子グループも含めて製紙業界の 

中で数年前から何回か報告され、尊い命が失われたもの 

もあります。 

 安倍川労組は６月１日に会社(窓口は東海工場の総務 

人事部)に事務折衝を申し入れ、２日に折衝が持たれました。折衝でのやりとり要旨は以下

のとおりです。 

 会社・組合ともに｢がっかり｣した災害 
 折衝ではまず、平岩安全室長から事故の詳細・原因・対策が報告されました。 

これに対して組合は、今回の事故に「がっかりした」ことを表明。王子特殊紙の工場の

中で対策の水平展開がされていなかったこと自体、言葉を失います。 

この点では会社も「がっかりした」ことが言われました。 

富士宮だけ中断していた安全対策工事 
会社の対策には①作業者がエリア内に侵入すると機械停止するエリアセンサーを設置。

②操作盤に操作電源の開閉スイッチを設置。となっており、完成が５月30日となっていま

す。 

 会社の説明によれば、東海工場の中で同様な設備があるのは、岩渕・芝川・富士宮であ

り、それぞれに対策が施されおり、岩渕・芝川は完成していましたが、富士宮は工事が中
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断されており、事故の翌日完成したというのです。 

 会社として被害者にあやまるべき 
 組合は、「今回の事故は会社の怠慢によるものであり、工場長をはじめ安全担当者は、労

災の被害者に即、謝罪して安全に関する会社の姿勢を示すべき。」と主張しました。 

 安全のために使える金はあるのか 
 組合は、安全に関する財政的な裏付けについてちゃんとしているのかと質問をしました。

会社からは安全に関しては優先しているとのことでした。組合はさらに緊急性のあるもの

は特別枠を作ってでも行うべきであると提言しました。 

安全プランは全社に示そう 
今月になって、安全調査として危険個所のアンケートが各人に渡されましたが、組合は

集計結果と対策の内容と順位や日程を全社的に明らかにすることなどを求めました。 

                                   以 上 

 


